
県営かんがい排水事業「小鹿野用
お が の よ う

水
すい

」地区の概要 

 

 

１  事業目的 

   対象施設である「小鹿野用水」は、県営かんがい排水事業「小鹿野  

    用水地区」にて、昭和３１年に造成され、小鹿野盆地の１３５ｈａを  

    かんがいしている。  

   供用開始から約６０年が経過し、老朽化による漏水や施設の不具合・ 

  機能低下など維持管理が困難な状態になっていることから、安定的な  

  営農を維持すため、保全対策工事を実施するものである。  

 

 

２  事業量及び事業費 

受益面積 １３４．６ha（水田６７．１ha、畑６７．５ha）  

事  業  費  ５０３百万円（事務費抜き） 

事  業  量  頭首工補修 １式  

              ゲート設備補修 １式  

       幹線水路補修（サイホン、暗渠、開渠等）Ｌ＝３．１６ km 

         附帯施設補修 １式   

       負担区分 国５０％ 県２５％ 町２５％ 

事業期間 Ｈ２６年度～Ｒ３年度 

 

 

３  関係市町 小鹿野町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目地の劣化  

【用水路補修イメージ】 

現  況  完  成  


